
生年月日

単位数

小計 0

小計 0

小計 0

小計 0

計 0

・上記「認定課程」の欄には、特例科目ではなく認定課程において修得した単位の場合に、「○」「✔」等のように記入すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※これらの単位については、認定課程において修得したものとして利用することも可能であ
る。）

・幼児理解の理論及び方法

【備考】

・上記「確認欄」には、各欄の左に記載されている科目又は事項を含めて、授業科目を履修し、単位を修得している場合に、「○」「✔」等のように記入すること。

生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目

・保育内容の指導法

・教職の意義及び教員の役割

・教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む。）

・教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

教育課程及び指導法に関する科目

教育職員免許法施行規則に規定する科目

教職の意義等に関する科目

教育の基礎理論に関する科目

・教育課程の意義及び編成の方法

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）

平成○○年○○月○○日

○○大学　学長　○○　○○　印

学力に関する証明書(附則第１０項)（幼一種免、幼二種免）

氏名 ○○○○ 昭和○○年○○月○○日生　　　　

備考
名称

記

認定課程

・上記の全ての単位を修得した年度

うち、認定課程の単位を修得した最終年度

平成○○年度

平成○○年度

・「教育に関する社会的、制度的又は経営的事項」の学修にあたっては、日本国憲法の内容（とりわけ第26条（教育を受ける権利））が取り扱われるよう留意すること。

　上記の者は、下記のとおり、教育職員免許法施行規則附則第１０項第３欄に定める単位を修得したことを証明する。

単位修得済授業科目
確認欄

別添１１


